
■薬注入作業手順フローシート

クイックバッグ
従 来 の 経 管 投 与

簡易懸濁法粉砕法

①粉砕
　する

②一包化する

①薬剤リストで確認（疑義照会）

③シリンジ
　に入れる

③ボトルに
　入れる

④55℃の温湯
　を吸い取る

④55℃の温湯
　を入れる

④55℃の温湯
　を入れる④温湯（55℃）を入れる

⑤振って
　懸濁する

⑥10 分間放置

③薬杯に
　入れる

⑤混ぜて
　懸濁する

⑥10分間
　放置

⑤振って
　懸濁する

⑥10分間
　放置

⑩洗浄して再利用
（拭取・乾燥・殺菌）

⑩廃棄⑩廃棄

⑨注入&フラッシュ

⑧確認＆懸濁

⑥10分間
　放置

⑦シリンジで
　吸い取る

⑨注入＆フラッシュ

⑧確認する

②調合・分包
　する

④水で混ぜる
（懸濁しにくい）

⑦シリンジで
　吸い取る

②脱カプセル②破壊②そのまま
　使用

②使用
　不可

曝露 振っても
崩壊しにくい

チューブ詰り
薬が容器内に
残る

保管スペースの
確保

手間と時間が
かかる

・薬剤を押しつぶせるので、適応薬剤が大幅に増える。
・作業性向上、時間短縮でき、コストダウンが可能。
・保管場所や作業場所の省スペース化。
・チューブ詰まりや誤薬などのインシデントを回避できる。
・気密性が高く、曝露の危険性を回避できる。

・さまざまな問題が発生する確率が高い。
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③薬を
　入れる

③容器（薬杯等）
　に入れる

⑤混ぜて
　懸濁する

手技が
シンプルで“標準化しやすい” 手技が現場でバラバラで“標準化しにくい”
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※目で見て触って
　確認できるので確実

※見えにくく、触ったり十分な確認ができない
※チューブ詰りの可能性あり

標準化のネックとなる作業が不要

担当

区分

③薬を
　入れる

①調剤

※モリモト医薬推奨

（ゴミの量が少ない）

※崩壊していない場合
　つぶして懸濁できる

（ゴミの量が多い）

株式会社 モリモト医薬

薬に応じて懸濁しやすい状態にする必要がある

ボトルは逆流する
場合がある

廃棄コストがかかる
（かさばりや産廃料等）

（別途フラッシュ用のシリンジ要）
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